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Fig･ 2　Schematic diagram of dle System for mpid sample
decomposition
1 : potensioIStat/galvanchStat; 2: reference elecde; 3: elecb101yte
container; 4: pump; 5:air cy)inder; 6: sample; 7: cell elecbde; 8:






















Fig3 Rapid evalLultion of incllJSions in steel using cold crucible RJSion
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4.レーザ利用分析技術





-ザ誘起蛍光法(LA-LIFS, LaserAblation - Laser Induced Fluorescence Speck,ometry)による鋼中C､ pの定量を検討
したo LA-uFSの実験の概略を､ Fig.4に示すo以下に､得られた結果を要約する.






















Putsedela 劔??neclmmeter r 
generator 劔PC⊂=⊃ 















ものであるが､電解セル構造の検討の結果､ 1分以内で従来の手操作による方法(所要時間2 0-3 0分)と
同等の精度を実現した｡開発した電解装置は､現場で2次精錬制御に活用された｡
第3章は､コールドクルーシブルを用いた鋼中介在物迅速評価である｡介在物の評価は一般に長時間を要す
ものであった｡コールドクルーシブル溶解によって､試料中に分散していた介在物が表面に集積される現象に
着目し､さらに試料を回転させながら蛍光X線分析することにより､全評価時間として20分以内で､アルミナ
系､スラグ系の種類別に存在量指標を得る手法を開発した｡これにより､圧延工程に入る前に確実なスラブの
振り分けを行うことが可能となり､歩留り改善に寄与することが期待される｡
第4章は､レ-ザ利用分析技術である｡精錬制御上重要な炭素やリンは､発光線波長が真空紫外域にあるた
め､光ファイバー伝送が困難であった｡レ-ザ誘起蛍光法(LIFS)の選択性に着目し､より長波長の紫外域の
発光線を､鉄の分光干渉なしで､検出することを試み､ loo″ g/g以下の微領域でも実用上必要な精度が得られ
ることを示した｡ LIFSによる軽元素分析は一般に困難であり､特に微量炭素の分析は報告例がなかった｡本分
析法は､試料搬送や冷却･切断･研磨の工程を省略できるので､分析時間を短縮でき､精錬制御の再度化が可
能となる｡
第5章は総括である｡
本論文で開発され､あるいは独創的アイデアで改良が加えられた分析方法は､いずれも実際分析に適用する
ことが可能であり､鉄鋼製造工程の進歩に貢献できるものと考えられる｡結論として､本論文は博士(学術)の
学位論文として合格と認める｡
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